




ヤサイゾウムジ Li:rtrodeTe:rco:rtiro:rtrIt var. 001匂uwKLUG の生態学的研究については，こ













第 1表 昼 間及び夜間に於ける侵食個体数%
9AM 4PM 9AM 4PM 9AM 
型住間 夜間 釜問 夜間
第 1 閉，~ 0 印 o 40 
2月 5-7日
Temp.・(JI・----ー ーー随時ー 一ー--4_一ー -ー-8.5---'"
官事 2 関 % 。 80 。 80 
2月8-10日
Temp. '(J I・ IS-II.'____"ー 一ー_7---10.5___1 8 
第 3 困% 5 95 
3月11-12日
Temp.句JI~_ー ーーー』帽『・』ー，ー-1・ーーーー--9_骨ーー_1宮


























揖食 揖食量実験番号照度 個体数揺食量 指数 温度 iu. .， 。 。
e・J: 軸. '0 4時 1，000 10 2 30 1 22 
No.1 11，000 60 30 60 く2500 。 。
3月 500
7-11 10 '2 45 17 3i 
26-27日 。 85 50 100 。 。
30 12 28.6 
8時 1，000 。 。
No.2 11，000 20 12 28.6 2500 。 。
238~月29日 500 。 10.5-12 。 10 4 50 22 52.4 
90 42 100 。 。
[珊出 12 31.6 12時 1，000 5 2 
NO.3 11，000 65 24 63.2 宝 500 。 。
3月 9-12 。 10 3 30-31日 500 35 12 31.6 
0 8 38 1I30 24時間M.3後0〉Yrl l ，500 
30 1 
各実験開始時刻は午前8時30分， 24時間後仁調査，供 1，000 60 26 




















向を示した・ . 0JMJ epJMJ oJ 6AM 
これらの結果を見ると， 照 1∞~.. I 2.・-.‘ '戸、I I I 
明区の揖食活動は暗黒区のそ No.1 
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なお， 照明区と暗黒区どの聞には前述のように明らかな差があるが， 1，田0，1，000， 5∞Juxの
各照明区聞には顕著な差は見当らない.
C.照明の壷夜転換による揖貧活動の鐙転
Bの実験結果によれば， 光が抑制的効果を有することが判明したが， その字面， 24時間という
短時間の実験では，前述のように実験供試前の夜間馬食性という週期性は失われていなし1わけであ
る. したがって光の抑制効果を認め得ながらも，本種幼虫の日週性が光という外部理境条件仁全く







明区〉と全く対照的な週期性を表わ AM PM AM 
12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 





















上述したように本種幼虫が夜間揖 30 ~ ~.. 4 ¥ J ¥ -_一--I-ー 1 















用照明として用いた(21ux以下). また観察時， 個体が捕食中のときは， そのままとし. 戎の
1時間後の観察時仁於て捕食中止を確かめてから食葉を新しし1ものと交換した.
第 4表個体別侵食活動の消長
個 体 事F 号
時間
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輿 奮 開 始
吐 液
暑熱による不活綾

























す. 120-144 0 
明らかにoocでも揖食可能であるが，長時間の低温 144-168 2 
下にあって失第に揖食個体数を減少しているのは，低温 1飢判明 口a∞ー且 7~ V 供試虫数
仁よるエネルギー 代謝の低下仁ともなう当然の現象と考え 192-216 2 各国10頭











48-72 。 12-24 24-36 2 3 4 
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